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[Materials & Methods]
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[Results & Discussions]
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	1989年から2011年,23年間では15種124件の事例に対応した.このうち,生存は24件（19％）,死亡は,100件（81％）であった.状況としては,漂着が73件（58％）,混獲が23件（18％）その他漂流,迷入などであった.生存対応したのは混獲6件（25％）,座礁7件（29％）,迷入11件（46％）であった.種別では,前述の11種に加えカマイルカ（Lagenorｈyncｈus obliquidens）,シワハイルカ（Steno bredanensis）,スジイルカ（Stenella coe...
	1989年から2022年までの対応で2002年の12件が最も多く,1992年,2021年の1件が最も少なかった.2021年は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により,外出が制限されていたために連絡が少なかったのではないかと推察した.
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